
※反問権…市長をはじめ市の執行部が、質疑の論点を明確にするため議員に対し質問すること。
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No.

70

　

平
成
25
年
10
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
第
３
５
７
回
定
例
会
の
最
終
日
、
正
副
議

長
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。
議
長
に
は
３
人
、
副
議
長
に
２
人
の
議
員
が
立
候
補
し
、

候
補
者
の
演
説
を
行
っ
た
後
、
全
議
員
に
よ
る
投
票
に
よ
っ
て
、
議
長
・
副
議
長

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

石井 石井 政政
ただした だ し

第 63 代 議長第 63代 議長

豊岡 千代子豊岡 千代子
第65代 副議長第 65代 副議長

編集／議会広報特別委員会　発行／名張市議会 ● 三重県名張市鴻之台1‐1   63‐7834～5   64‐8870 gikai@city.nabari.mie.jp

【就任あいさつ】
　このたび、私たちは、去る１０月７日に行われた役員選挙におきまして、議長、副議長に就
任いたしました。名張市議会におきましては、これまでさまざまな議会改革を進めてまいりま
したが、改革にゴールはありません。改革し続けることが重要と考えております。改革には議
員の資質向上が不可欠です。私は、所信表明で、「思慮深いこと」「口が固いこと」「信義を貫
くこと」をその条件として掲げたところでございます。
　当市議会では、議員提案条例として「名張市子ども条例」「名張市ばりばり食育条例」を制
定してまいりました。今後も、立法府として、政策立案や提言機能の強化に努めてまいります。
　さらに、二元代表制の一翼を担う議会として、議論の論点や争点をより一層明確にするため、
答弁者の「反

はんもんけん

問権」※の導入を考えております。
　市民の皆様の負託に応えるため、議員一丸となって、さらなる議会改革を推進してまいりま
すので、なお一層のご理解とご協力を賜りますようよろしくお願い致します。　　　  

名張市議会議長　石井　政

なばり市議会だより
平成25年11月

市議会の動きをコンパクトにまとめてお伝えします。今号は　　　　　　　　　　　　　　の定例会をクローズアップ6 月    9 月   12 月　3 月

新
議
長
・

新
議
長
・
副
議
長
が

副
議
長
が

決
ま
り
ま
し
た
。

決
ま
り
ま
し
た
。

　近年、社会経済情勢が変化し、ライフスタイルや価値観が多様
化する中、食生活を取り巻く環境も大きく変わってきています。
それに伴い、不規則な食事、栄養の偏

かたよ

り、肥満や生活習慣病の増加、
過度の痩

そうしん

身志向のほか、食の安全、海外依存、伝統的な食文化の
危機など、さまざまな問題が生じています。
　食は、生きる上での基本であり、知育、徳育および体育の基礎
となるものです。食をめぐる環境が変化する中、私たち一人ひと
りが自然の恩恵や、食にかかわる人々の活動への感謝の気持ちと
理解を深めるとともに、さまざまな経験を通じて食に関する知識
と食を選択する力を習得し、健全な食生活を営む能力を培うため、
食育を推進していくことがますます重要となっています。
　そこで、本市の食育についての基本理念、市の責務、市民など

の役割を明確にした「名張市ばりばり食育条例」を名張市議会と
して、全会一致で可決しました。この条例には、関係部署の連携
はもちろんのこと、市民や食育関係者などとも連携し、市全体で
総合的、かつ計画的に食育に
取り組んでいくように明記
されています。　
　この条例の施行を契機に、
市民一人ひとりが食を正し
く学び、地域の特性を生かし
た食育を実践し、健康で文化
的な市民生活が実現するよ
う制定しました。

議員提案条例第２弾 ～名張市ばりばり食育条例を制定～

　　　選 挙 結 果
　<議長選挙>
　石井 政 議員………  9 票（当選）
　山下 松一 議員……  8 票
　橋本 マサ子 議員…  2 票

　<副議長選挙>
　豊岡 千代子 議員…14票（当選）
　三原 淳子 議員……  2 票
　白票  ………………  3 票

このたび 私たちは 去る１０月７日に行われた役員選挙におきまして 議長
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委託・使用料・補修費
30億5,162万円
11.1%

福祉費（扶助費）
53億9,528万円
19.7%

建設・整備費・負担金など
22億2,795万円 8.1%

他会計繰出・積立・予備
・支出金など
31億7,388万円 11.6%

借入金返済
37億1,134万円
13.6%

委託・使用料・補修費
30億5,162万円
11.1%

福祉費（扶助費）
53億9,528万円
19.7%

補助・交付金など
47億2,525万円

17.3%

建設・整備費・負担金など
22億2,795万円 8.1%

他会計繰出・積立・予備
・支出金など
31億7,388万円 11.6%

借入金返済
37億1,134万円
13.6%

人件費
50億9,169万円
18.6%

　支　出
273億
7,702万円
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全
国
の
自
治
体
の
最
大
の
テ
ー

マ
で
あ
る
公
共
施
設
の
老
朽
化
・

更
新
対
策
に
つ
い
て
提
言
し
た

い
。
対
策
と
し
て
、
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
す
る
こ

と
だ
。
一
体
的
に
管
理
で
き
る

組
織
体
制
を
作
り
、
適
正
な
配

置
と
効
率
的
な
管
理
運
営
に
向

け
早
期
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

公
共
施
設
の
老
朽
化
・
更
新
は
、

今
後
の
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に

は
、
極
め
て
重
要
な
こ
と
と
考
え

て
い
る
。
将
来
を
見
据
え
た
、中・

長
期
的
か
つ
横
断
的
な
視
点
に
立

っ
た
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
展
開
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
全
庁
的
に

取
り
組
む
組
織
体
制
を
構
築
し
、

一
定
の
手
法
で
公
共
施
設
の
調
査

を
行
う
。現
状
を
把
握
し
た
上
で
、

全
体
最
適
化
を
目
指
し
て
早
期
実

現
に
向
け
て
取
り
組
む
。

● 

産
業
・
公
共
財
産
・
防
災公

共
施
設
管
理
の
提
言

Q
早
期
実
現
に
取
り
組
む

A

伊
賀
地
域
に
は
、
伊
賀
牛
・
伊
賀

米
・
伊
賀
酒
な
ど
全
国
に
誇
れ
る

食
の
ア
イ
テ
ム
は
多
い
。
伊
賀
米

は
２
年
連
続
特
Ａ
に
、
伊
賀
牛
は

三
重
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定

さ
れ
た
。
清
酒
も
お
い
し
い
と
評

判
だ
。
市
内
で
は
近
年
ま
で
６
軒

の
酒
蔵
が
地
酒
を
製
造
し
て
き

た
が
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
時

代
に
押
さ
れ
、
２
軒
減
り
４
軒
に

な
っ
た
。
近
年
多
く
の
自
治
体
が

日
本
酒
で
乾
杯
を
推
進
す
る
条

例
を
制
定
し
て
地
産
地
消
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
京
都
市
で
は
条

例
制
定
後
、
日
本
酒
の
消
費
が
上

向
く
な
ど
効
果
が
現
れ
て
い
る
。

条
例
制
定
を
提
案
す
る
。

行
政
で
提
案
す
る
こ
と
も
考
え

る
が
、
こ
れ
こ
そ
議
員
提
案
条

例
で
制
定
さ
れ
る
方
が
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

行
政
も
精
一
杯
協
力
す
る
。

日
本
酒
で
乾
杯
条
例

Q
議
員
提
案
で
の
制
定
を

A 福
田 

博
行 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

幸
松 

孝
太
郎 

議
員

心
風
会 

　収　入
274億
1,002万円

市税
95億9,355万円
　35.0%

市の借金
40億8,830万円
14.9%

地方交付税
38億5,098万円
14.1%

　国庫支出金
30億9,375万円
11.3%

県支出金
19億2,706万円
7.0%

地方交付税
38億5,098万円
14.1%

　国庫支出金
30億9,375万円
11.3%

※地方交付税・・・市が自由に使える国からのお金
※国庫支出金・県支出金・・・使い道が定められた国・県からのお金

県支出金
19億2,706万円
7.0%

譲与税・交付金
12億2,878万円 4.5%
譲与税・交付金
12億2,878万円 4.5%

諸・財産収入・負担金・使用料
18億9,249万円 6.9%
諸・財産収入・負担金・使用料
18億9,249万円 6.9%

基金・他会計繰入金・繰越金
17億3,511万円　6.4％
基金・他会計繰入金・繰越金
17億3,511万円　6.4％

市の借金
40億8,830万円
14.9%

平
成
25
年
９
月
定
例
会

平
成
24
年
度
決
算
を
認
定　

32
議
案
を
可
決

　

９
月
定
例
会
（
第
３
５
７
回
）
は
、

９
月
５
日
開
会
、
10
月
７
日
閉
会
の
33

日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。
提
出
議
案

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部

条
例
の
制
定
１
件
、
市
税
条
例
な
ど
の

条
例
改
正
７
件
、
平
成
25
年
度
一
般

会
計･

特
別
会
計
の
補
正
予
算
６
件
、

平
成
24
年
度
一
般
会
計･

特
別
会
計
・

企
業
会
計
の
決
算
認
定
10
件
、
名
張
市

ば
り
ば
り
食
育
条
例
の
制
定
な
ど
の
議

員
提
出
議
案
７
件
、
人
事
案
件
１
件
の

計
32
議
案
お
よ
び
請
願
４
件
に
つ
い

て
、
本
会
議
・
決
算
特
別
委
員
会
・
常

任
委
員
会
で
慎
重
に
審
議
し
、
32
議
案

を
可
決
、
請
願
４
件
を
採
択
し
た
。
一

般
質
問
は
３
日
間
行
わ
れ
、
９
議
員
が

登
壇
し
市
政
全
般
に
つ
い
て
活
発
な
議

論
が
な
さ
れ
た
。

AQ＆ 9 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。 一般質問

名張の地酒

改修中の総合体育館

※表示単位未満を四捨五入にしているため、合計が合わない場合があります。

平成２４年度決算一般会計
決算額内訳

　平成 24 年度一般会計の決算は、歳入総額 274
億 1,002 万円、歳出総額 273億 7,702 万円。特
別会計の決算は、全８会計を総計すると、歳入総額

170 億 3,565万円、歳出総額164億1,648万円。

　平成 25 年度一般会計の
補正予算は、３億 8,310万
円の増額補正で補正後の予算

は２４２億1,270万円となった。特別会
計予算では、公共下水道事業特別会計で
４７２万円の減額、国民健康保険特別会
計で5,840万円の増額、介護保険特別会
計で１億 7,417万円の増額、後期高齢者
医療特別会計で４６４万円の増額である。

補正予算

決 算

認
定
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近
年
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子

ど
も
が
増
加
し
て
い
る
。
特
に

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
、

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
日
ご
ろ
か

ら
専
門
家
に
よ
る
研
修
会
を
実

施
し
、
緊
急
事
態
に
対
応
す
る

た
め
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す

べ
き
だ
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
（
※
１
）
が
起
き
た

場
合
、
エ
ピ
ペ
ン
（
※
２
）
を

打
つ
な
ど
迅
速
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。
緊
急
時
に
備
え
病
歴

な
ど
を
記
入
す
る
「
子
ど
も
安

心
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
、
消
防

署
と
の
連
携
強
化
を
図
る
べ
き

だ
。

学
校
現
場
の
取
り
組
み
状
況
を

詳
し
く
把
握
し
、
是
正
や
チ
ェ

ッ
ク
体
制
の
見
直
し
で
、
指
導

体
制
の
強
化
を
図
る
。
緊
急
時

の
対
応
と
し
て
「
子
ど
も
安
心

カ
ー
ド
」
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

迅
速
か
つ
効
率
化
が
図
ら
れ
る

か
を
学
校
教
職
員
と
協
議
し
、

消
防
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
す

る
。 子

ど
も
安
心
カ
ー
ド

Q
消
防
署
と
連
携
し
協
議

A

出
産
を
伴
う
保
育
所
継
続
入
所

の
取
扱
い
は
、
名
張
市
の
制
度

で
は
産
後
６
カ
月
を
経
過
し
た

時
点
で
退
所
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
１
年
間
も
し
く
は
年
度

末
ま
で
延
長
で
き
な
い
か
。
再

入
所
の
際
も
同
じ
保
育
所
に
す

る
べ
き
だ
。
多
子
出
産
さ
れ
た

人
へ
の
弾
力
的
な
制
度
を
検
討

す
る
べ
き
だ
。

育
児
休
業
中
の
在
園
児
の
保
育

所
継
続
入
所
に
つ
い
て
、
産
後

６
カ
月
で
の
退
所
は
、
現
在
も

４
・
５
歳
児
の
入
所
継
続
を
行
っ

て
い
る
が
、
３
歳
児
以
下
も
延

長
を
検
討
す
る
。
多
子
出
産
な

ど
の
育
児
負
担
に
つ
い
て
は
、

保
育
所
入
所
基
準
で
柔
軟
に
対

応
し
た
い
。

保
育
所
の
入
所
取
扱
い

Q
取
扱
い
を
検
討
し
た
い

A

※１…アナフィラキシーショック=ハチ刺傷や食物・薬物などに対するアレルギー反応が短時間のうちに全身に激しく起こる状態。死に至る場合もある。
※２…エピペン=アナフィラキシーによる症状を一時的に緩和するための自己注射薬。

子ども安心カード
氏名
  ・
  ・
  ・
病歴
アレルギー　有　無

平
成
25
年
３
月
議
会
で
も
お
尋

ね
し
た
が
、
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
で
は
、
病
児
病
後
児
保
育
の

実
施
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
市

民
ニ
ー
ズ
も
高
く
、
早
期
実
現

が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
施
設
で

あ
る
。
希
央
台
に
建
設
中
の
医

療
法
人
が
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
だ
が
、
市
と
し
て
今

後
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く

の
か
。

26
年
４
月
の
開
設
に
向
け
て
協

議
を
進
め
て
お
り
、
実
施
主
体
は

名
張
市
で
、
運
営
を
医
療
法
人
に

お
願
い
す
る
予
定
だ
。引
き
続
き
、

県
・
医
療
法
人
・
医
師
会
と
も
鋭

意
協
議
を
し
て
い
る
。

病
児
病
後
児
保
育
を

Q
平
成
26
年
４
月
開
設
へ

A

吉
住 

美
智
子 

議
員

公
明
党

森
脇 

和
德 

議
員

心
風
会

● 

健
康
福
祉
・
学
校
教
育
・
子
ど
も
施
策

平
成
25
年
９
月
22
日
の
訓
練
は

市
民
総
ぐ
る
み
で
、
自
助
・
共

助
の
力
に
よ
り
、
相
互
の
連
携

を
強
化
す
る
計
画
で
あ
る
が
、

実
施
後
の
検
証
が
大
切
で
あ
る
。

意
義
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
に

求
め
る
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
防
災
関
係

機
関
・
団
体
が
集
結
し
た
展
示

型
で
は
な
く
、
市
全
体
が
初
動

期
の
対
応
に
つ
い
て
、
市
民
・

地
域
・
市
な
ど
、
各
々
が
訓
練

を
行
い
、
15
地
域
が
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
取
り
組
み
、
相
互
に
実

践
的
な
連
携
を
図
る
。
地
域
の

検
討
の
場
に
同
席
し
、
共
に
協

議
を
行
い
、
今
回
の
訓
練
が
実

効
性
の
高
い
も
の
に
な
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

市
の
総
合
防
災
訓
練

Q
実
効
性
の
高
い
も
の
に

A

「
貧
困
の
連
鎖
」
を
断
ち
切
る
た

め
に
は
、
貧
困
の
子
ど
も
た
ち

の
将
来
の
選
択
肢
を
増
や
し
、

安
定
し
た
就
労
へ
と
導
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
充
分
な
学
力

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
学
習
支

援
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ

の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
に
ど
の

よ
う
な
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る

の
か
。
今
後
の
取
組
み
を
問
う
。

学
習
支
援
の
必
要
性
を
感
じ
、
５

人
の
中
学
生
に
２
人
の
教
師
Ｏ
Ｂ

の
学
習
支
援
員
が
家
庭
を
訪
問

し
、
勉
強
を
支
援
し
て
い
る
。
今

後
は
「
貧
困
の
連
鎖
」
を
断
ち
切

る
た
め
に
も
、
学
習
支
援
の
あ
り

方
を
更
に
検
討
し
、
高
校
進
学
率

向
上
に
向
け
努
め
た
い
。

貧
困
の
連
鎖
を
解
消
へ

Q
学
習
支
援
に
取
り
組
む

A

常
俊 
朋
子 
議
員

清
風
ク
ラ
ブ

小
学
校
の
通
学
路
の
改
善
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
進
捗
状
況

を
問
う
。
中
学
校
の
通
学
路
は
、

距
離
が
長
く
自
転
車
通
学
も
あ

り
、
安
全
面
に
不
安
の
声
が
あ

る
。
合
同
点
検
を
実
施
し
、
危

険
箇
所
の
改
善
を
求
め
る
。
バ

ス
通
学
の
自
己
負
担
に
つ
い
て

も
軽
減
を
検
討
し
、
市
内
ど
こ

に
住
ん
で
も
安
心
の
通
学
を
実

現
せ
よ
。

要
対
策
箇
所
62
カ
所
の
う
ち
、

23
カ
所
が
対
策
済
み
、
平
成
27

年
度
ま
で
に
22
カ
所
を
改
善
予

定
。
残
る
17
カ
所
は
、
県
や
警

察
に
も
要
望
し
改
善
を
検
討
す

る
。
中
学
校
の
通
学
路
に
つ
い

て
も
、
保
護
者
・
学
校
・
地
域

の
皆
さ
ん
と
共
に
、
危
険
箇
所

を
点
検
し
改
善
に
努
め
る
。
バ

ス
通
学
は
、
過
度
の
保
護
者
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
検
討
し
、

低
所
得
家
庭
は
、
就
学
援
助
制

度
で
全
額
補
助
を
し
て
い
る
。

安
心
な
通
学
環
境
を

Q
必
要
な
対
策
を
講
ず
る

A

豊
岡 

千
代
子 

議
員

清
流
ク
ラ
ブ

三
原 

淳
子 

議
員

日
本
共
産
党

避難訓練当日の様子

浦
﨑 

陽
介 

議
員

無
会
派

子ども安心カード
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民
生
児
童
委
員
は
、
高
齢
者
や

障
害
者
、
子
育
て
家
庭
な
ど
福

祉
全
般
に
お
い
て
相
談
に
応
じ
、

行
政
や
関
係
機
関
と
の
パ
イ
プ

役
に
な
る
な
ど
、
活
動
は
多
岐

に
わ
た
る
。
急
速
に
進
む
高
齢

化
に
伴
い
、
民
生
児
童
委
員
の

な
り
手
不
足
・
多
大
な
業
務
量
・

ぜ
い
弱
な
情
報
提
供
体
制
な
ど

の
課
題
に
対
し
当
市
と
し
て
支

援
体
制
を
進
め
る
べ
き
。

市
か
ら
の
業
務
依
頼
を
一
元
管

理
し
、
整
理
し
て
負
担
軽
減
を

す
る
。
活
動
の
理
解
を
図
る
た

め
、
広
報
で
啓
発
や
紹
介
を
す

る
。
ま
ち
の
保
健
室
・
社
会
福

祉
協
議
会
・
地
域
づ
く
り
組
織

と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
支

援
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
た
い
。

民
生
児
童
委
員
の
支
援

Q
支
援
体
制
を
考
え
る

A

AQ＆ 質問その他

国
民
健
康
保
険
税
が
、
高
く
て
払
い
き
れ
な

い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
苦
し
い
人

に
対
す
る
保
険
税
の
減
免
制
度
が
創
設
さ
れ

た
が
、
ど
ん
な
利
用
の
状
況
か
。
困
難
者
に

対
し
て
は
、
病
院
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の

一
部
負
担
金
の
免
除
や
猶
予
も
求
め
続
け
て

い
る
が
、施
行
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

保
険
税
の
減
免
制
度
は
平
成
24
年
度
で

１
１
７
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。
一
部
負
担
金

に
つ
い
て
は
、
25
年
５
月
14
日
施
行
で
始
め

た
が
ま
だ
利
用
は
な
い
。
国
保
だ
よ
り
な
ど

で
内
容
を
周
知
す
る
。

国
保
加
入
者
へ
の
支
援

Q
免
除
な
ど
周
知
す
る

A
橋
本 

マ
サ
子 

議
員

日
本
共
産
党

12月  4日水
9日月
10日火
11日水
12日木
13日金
16日月
17日火
20日金

12月12月12月 議会の日程
※予定を変更する場合があります。

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算
総務企画委員会
教育民生委員会
産業建設委員会
採決

富
田 
真
由
美 

議
員

公
明
党

開会時間は午前10時からです。
ぜひ、傍聴にお越し
ください。

新型インフルエンザ等対策本部条例の制定／市税条例の一部改正／国民健康保険税条例の一部改正／後期高齢者医療に関する条例
の一部改正／介護保険条例の一部改正／公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部改正／市立学校の設置に関する条例の一部
改正／奨学金条例の一部改正／市議会委員会条例の一部改正／平成25年度一般会計補正予算(第3号）／平成24年度住宅新築資金等
貸付事業特別会計歳入歳出決算／平成24年度東山墓園造成事業特別会計歳入歳出決算／平成24年度農業集落排水事業特別会計歳入
歳出決算／平成24年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算／平成24年度病院事業会計決算／平成24年度水道事業会計決算／「名
張市ばりばり食育条例」の制定／義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実を求める意見書／保護者負担の軽減と就学・修学支
援に関わる制度の拡充を求める意見書／「教職員定数改善計画」の着実な実施と教育予算拡充を求める意見書／防災対策の見直し
をはじめとした総合的な学校安全対策の充実を求める意見書／監査委員の選任

義務教育費国庫負担制度の存続と更なる充実を求める請願・・・・・・・・・・・・採択
保護者負担の軽減と就学・修学支援に関わる制度の拡充を求める請願・・・・・・・採択
「教職員定数改善計画」の着実な実施と教育予算拡充を求める請願  ・・・・・・・・採択
防災対策の見直しをはじめとした総合的な学校安全対策の充実を求める請願・・・・採択

全会一致
議案

①…平成25年度一般会計補正予算（第２号）／平成25年度公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）／平成25年度国民健康保険
  特別会計補正予算（第1号）／平成25年度介護保険特別会計補正予算（第1号）／平成25年度後期高齢者医療特別会計補正予算
 （第1号）／平成24年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算／平成24年度介護保険特別会計歳入歳出決算／平成24年度後期高齢 
  者医療特別会計歳入歳出決算／地方税財源の充実確保を求める意見書の提出
②…平成24年度一般会計歳入歳出決算

※議長は採決に加わりません。　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員

浦
﨑

森
脇

福
田

三
原
橋
本
豊
岡
髙
田

川
合

富
田
細
矢
吉
住
石
井

常
俊
森
岡
𠮷
田

柳
生

山
下

幸
松

会派 無会派 心風会日本共産党 公明党 清風クラブ

× × ◯ ◯◯① ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯
× ×② ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯× ◯◯ ◯◯ ◯◯

議
員
名

◯ ◯ ◯

清流クラブ

表決が
分かれた
議案

請願

第357回定例会　審議結果

         国保だより
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　これまでの議会中継は、一般質問の３日間のみ、ケーブルテレビ
による中継が行われていましたが、開かれた議会、情報発信の強化
を目指し、平成 25年 12月定例会から次のように変わります。
　視聴方法などの詳細は、決定次第、名張市議会ホームページおよ
びフェイスブックなどでお伝えします。
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※監査委員は市長から選任され
ました。

議会運営委員会監査委員

幸　松　孝太郎

総務企画委員会 教育民生委員会

産業建設委員会

  全員協議会　予算・決算部会 
吉住 美智子 ( 部会長）　三原 淳子 ( 副部会長）      　富田 真由美　常俊 朋子　幸松 孝太郎　𠮷田 正己　森脇 和德　永岡　禎

議会広報特別委員会

【ケーブルテレビ生中継】
　ケーブルテレビ局アドバンスコープの ｢名張市議会中継 (２０３
ch)｣ にて、従来の一般質問３日間だけでなく、各定例会の開会か
ら閉会まで、本会議の全日程が生中継で放送される予定です。

【インターネット録画配信】
　ケーブルテレビで生中継された番組を
インターネットでも録画配信を行います。
これからはお好きな時間に何回でも視聴
することができます。
（放映から約 1週間後の配信）

ご意見・ご要望をお待ちしています
 議会広報特別委員会（議会事務局 63‐7834）

(上段左から）　常俊 朋子、𠮷田 正己、森脇 和德、三原 淳子、吉住 美智子、髙田 稔嗣、細矢 一宏、浦﨑 陽介、森岡 秀之、富田 真由美
(下段左から）　川合 滋、橋本 マサ子、山下 松一、豊岡 千代子（副議長）、石井 政（議長）、幸松 孝太郎（監査委員）、柳生 大輔、福田 博行、永岡 禎

福　田　博　行（委員長）
川　合　　滋　（副委員長）
 
森　岡　秀　之　　細　矢　一　宏
三　原　淳　子　　永　岡　　禎

富　田　真由美（委員長）
常　俊　朋　子（副委員長）

幸　松　孝太郎　　石　井　　政
橋　本　マサ子　　柳　生　大　輔
山　下　松　一

森　脇　和　德（委員長）
三　原　淳　子（副委員長） 

髙　田　稔　嗣　　吉　住　美智子
永　岡　　禎　　　福　田　博　行

𠮷　田　正　己（委員長）
川　合　　滋　（副委員長）

森　岡　秀　之　　豊　岡　千代子
浦　﨑　陽　介　　細　矢　一　宏　

幸　松　孝太郎（委員長）
𠮷　田　正　己（副委員長）

豊　岡　千代子　　森　脇　和　德
三　原　淳　子　　細　矢　一　宏

 ｢ 見たいときに見られる」 
                     ～ 12 月から議会中継が変わります～

体制をご紹介します体制をご紹介します新


